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第
五
十
回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会
を
振
り
返
っ
て

江
差
追
分
会
会
長
　
濱
谷
　
一
治

　

第
五
十
回
江
差
追
分
全
国
大
会
が
好
天
の
元
、
北
海
道
知
事
を
初
め

多
く
の
関
係
者
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
に
且
つ
粛
々
と
終
了
し
た
こ

と
に
安
堵
す
る
と
共
に
、
こ
れ
ま
で
ご
支
援
い
た
だ
い
た
関
係
者
、
追

分
を
愛
唱
し
、
見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
町
民
各
位
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

〽
か
も
め
の
な
く
音
に　

ふ
と
目
を
さ
ま
し　

あ
れ
が
蝦
夷
地
の
山
か
い
な

　

江
差
の
象
徴
で
あ
る
「
か
も
め
島
」
を
真
っ
赤
に
染
め
る
夕
日
に
向

か
い
、
今
年
も
多
く
の
方
が
唄
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
追
分

愛
好
者
が
注
目
い
た
だ
い
た
半
世
紀
の
大
会
を
終
え
、
改
め
て
私
の
胸

を
去
来
す
る
思
い
は
、「
遠
い
地
か
ら
…
海
の
な
い
街
か
ら
…
そ
し
て
地

球
の
裏
か
ら
…
ま
た
予
想
も
し
得
な
か
っ
た
震
災
に
立
ち
向
か
っ
て
い

る
地
か
ら
…
」
と
思
う
と
言
葉
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
た
だ
頭
が
下
が

る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
「
何
故
追
分
に
…
」
と
い
つ
も
思
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
追
分
研
究
者
等
の
解
説
を
総
合
す
る
に
、
こ
の
二
十
七
文
字
に

秘
め
ら
れ
て
い
る
歌
詞
、
旋
律
に
は
、
人
が
生
き
て
き
た
「
生
き
ざ
ま
」

が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
心
を
揺
さ
ぶ
る
唄
で
は

な
い
か
…
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
評
価
い
た
だ
い
て
い
る
唄
が
当
町
に
根
付
い
た
こ
と
、

そ
し
て
唄
い
継
が
れ
て
き
た
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
ま
す
。
が
、
し

か
し
、「
追
分
」
を
愛
し
、
口
ず
さ
ん
で
い
る
方
の
中
に
は
、
恵
ま
れ
た

環
境
の
方
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
「
江
差
」
に
通
い
「
追
分
」
を
口
ず
さ
み
「
ひ
と
時
」
で
も
自
身
の

環
境
を
忘
れ
、
唄
う
姿
は
江
差
人
と
し
て
決
し
て
脳
裏
か
ら
は
消
せ
ま

せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
「
追
分
」
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
多
く
の
先
人
、
先
輩
に

敬
意
を
表
し
、
現
在
も
こ
の
唄
に
携
わ
っ
て
い
る
諸
先
生
方
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
こ
の
唄
を
繋
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
明
日
を
担
う
子

供
達
に
期
待
を
し
、
五
十
回
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
「
感
謝
と
創
造
」

を
肝
に
銘
じ
、
江
差
町
民
は
も
と
よ
り
、
追
分
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
関
係
者
挙
げ
て
後
世
に
繋
げ
る
唄
の
継
承
に
努
力
を
お
誓
い
い

た
し
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
五
十
回
大
会
が
多
く
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
で
終
了
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

江差北中生徒による尺八大連管



継
ぐ
大
会
を
目
指
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

江
差
町
は
、
第
五
十
回
記
念
大
会
を
『
江

差
追
分
年
』
と
し
て
「
感
謝
と
創
造
」
を
テ

ー
マ
に
町
を
挙
げ
て
、
昨
年
か
ら
数
々
の
イ

ベ
ン
ト
を
展
開
し
て
大
会
を
迎
え
た
。

　

本
年
五
月
か
ら
、
江
差
追
分
が
北
前
船
に

よ
っ
て
運
ば
れ
た
ゆ
か
り
の
寄
港
地
に
、
追

分
訪
問
し
て
交
流
を
図
り
、
小
中
学
校
で
は

追
分
教
育
を
始
め
、
江
差
北
中
学
校
は
六
十

人
全
員
が
二
年
前
か
ら
追
分
尺
八
を
習
得
、

舞
台
合
奏
出
演
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

四
月
に
は
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
江
差
追

分
の
未
来
を
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
も
探
求
し
た
。

　

大
会
開
催
に
先
立
ち
九
月
二
日
に
は
、
江

差
混
声
合
唱
団
リ
ン
デ
ン
コ
ー
ル
に
函
館
、

札
幌
ア
カ
デ
ミ
ー
合
唱
団
が
協
賛
し
て
「
い

に
し
え
・
祈
り
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
、

合
唱
コ
ン
サ
ー
ト
に
「
組
曲
江
差
追
分
」
を

　

第
五
十
回
江
差
追
分
全
国
大
会
が
九
月

二
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
江
差
町
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
、
追
分
全
国
大
会
五
十
年
の
歴

史
を
刻
み
、
さ
ら
に
百
年
に
向
け
次
世
代
に
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っ
て
取
り
組
ん
だ
。
父
と
並
ぶ
優
勝
を
手

に
し
て
誇
り
に
思
う
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

　

海
外
か
ら
の
出
場
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
支
部

の
海
藤
司
さ
ん
（
六
十
五
歳
）、
娘
の
紀
世

シ
ン
チ
ア
さ
ん
（
二
十
七
歳
）、
ハ
ワ
イ
支

部
の
エ
ル
シ
ー
カ
ワ
モ
ト
さ
ん
（
七
十
六

歳
）
の
三
人
。

　

大
会
三
日
間
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

町
民
百
六
十
人
、
全
国
支
部
長
の
追
分
大

合
唱
、
中
学
生
六
十
人
の
尺
八
合
奏
、
全

国
十
一
地
方
の
追
分
節
競
演
な
ど
が
上
演

さ
れ
て
人
気
を
呼
ん
だ
。

一
般
部
門
入
賞
者

優　

勝　

杉
本　

武
志
（
東
京
都
）

準
優
勝　

川
俣　

明
彦
（
東
京
都
）

第
三
位　

黒
森
こ
の
み
（
札
幌
市
）

第
四
位　

三
浦　

麻
衣
（
大
阪
市
）

第
五
位　

柿
沼　

初
雄
（
宇
都
宮
市
）

第
六
位　

佐
藤
美
枝
子
（
札
幌
市
）

第
七
位　

山
本　

康
子
（
江
差
町
）

第
八
位　

佐
竹　

春
敏
（
浦
臼
町
）

第
九
位　

中
田　

桂
敏
（
盛
岡
市
）

第
十
位　

村
川
真
奈
美
（
苫
小
牧
市
）

審
査
員
特
別
賞

　

海
藤　

司
、海
藤
紀
世
シ
ン
チ
ア（
ブ
ラ
ジ
ル
）

第
五
十
回
記
念
大
会

　  
江
差
追
分
日
本
一
を
競
い
五
十
年

　
　
　
　
　 

多
彩
な
事
業
展
開
で
盛
り
上
が
る

関
東
地
区
初
優
勝
　
一
般
　
杉
　
本
　
武
　
志 

さ
ん

熟
年
　
木
　
田
　
　
　
弘 

さ
ん

少
年
　
東
　
　
　
美
羽
音 

さ
ん

組
み
入
れ
大
会
の
先
が
け
を
飾
っ
た
。
ま

た
、
大
会
前
夜
祭
に
は
、
全
国
の
参
加
者

を
歓
迎
、
郷
土
芸
能
「
江
差
餅
つ
き
囃
子
」

で
搗
き
あ
げ
た
餅
ま
き
が
披
露
さ
れ
、
盆

踊
り
も
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
。

　

今
大
会
は
、
例
年
に
な
い
盛
り
上
が
り

で
、
大
会
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
多
彩
に
舞

台
を
飾
っ
た
。

大
会
優
勝
は

　

大
会
出
場
者
は
一
般
部
門
百
九
十
五
人
、

熟
年
部
門（
六
十
九
歳
以
上
）
百
四
十
三
人
、

少
年
部
門
八
十
二
人
で
、
各
部
門
の
優
勝

を
競
い
合
っ
た
。

　

今
回
の
一
般
部
門
優
勝
は
、
東
京
都
文

京
区
の
杉
本
武
志
さ
ん
（
三
十
八
歳
）
熟

年
部
門
は
札
幌
市
の
木
田
弘
さ
ん
（
六
十
九

歳
）、
少
年
部
門
は
札
幌
市
の
東
美
羽
音
さ

ん
（
九
歳
）
が
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

　

一
般
部
門
で
追
分
日
本
一
に
輝
い
た
杉

本
武
志
さ
ん
は
、
東
京
都
文
京
区
で
す
し

店
を
経
営
、
関
東
地
区
で
初
の
優
勝
。
本

州
で
は
岩
手
、
秋
田
に
次
い
で
四
人
目
。

江
差
地
方
厚
沢
部
町
の
出
身
で
、
第
十
八

回
大
会
優
勝
沢
口
一
雄
さ
ん
の
長
男
。
半

世
紀
に
わ
た
る
大
会
で
親
子
二
代
初
の
優

勝
で
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
「
故
郷
を
離
れ
て
江
差
追
分
の
魅
力
を
知



　
「
江
差
追
分
年
」
で
は
、今
年
春
か
ら
数
々

の
行
事
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。

　

ヒ
バ
の
記
念
植
樹
、
新
し
い
追
分
歌
詞

公
募
、
追
分
企
画
展
か
ら
江
差
追
分
五
十

年
の
歴
史
写
真
展
も
町
内
数
か
所
で
展
示

し
た
。

　

商
店
街
で
は
『
え
さ
し
グ
ル
メ
ま
つ
り
』

を
大
会
期
間
中
開
催
、
全
国
か
ら
の
来
訪

者
に
地
元
の
三
平
汁
を
提
供
、
各
地
方
の

唄
自
慢
に
は
地
方
民
謡
を
披
露
し
て
も
ら

う
な
ど
交
流
も
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
大

会
会
場
外
で
も
町
を
あ
げ
て
盛
り
上
げ
た
。

『
え
さ
し
グ
ル
メ
ま
つ
り
』
で

 

三
平
汁
提
供

上
町
商
店
街

民謡などで盛り上がったグルメまつり

九
月
二
十
九
日

北
海
道
新
聞
朝
刊
掲
載
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熟
年
部
門
入
賞
者

優　

勝　

木
田　
　

弘
（
札
幌
市
）

　（
昭
和
五
十
三
年
よ
り
山
谷
隆
声
師
に

　
師
事
。
札
幌
民
謡
連
盟
優
秀
歌
手
選
抜

　
決
勝
大
会
江
差
追
分
熟
年
の
部
優
勝
、

　
全
道
熟
年
者
民
謡
決
勝
大
会
準
優
勝
、

　
札
幌
東
白
石
支
部
所
属
）

準
優
勝　

佐
藤　

修
三
（
八
郎
潟
町
）

第
三
位　

本
田　

勝
三
（
函
館
市
）

第
四
位　

飯
尾　

利
雄
（
洞
爺
湖
町
）

第
五
位　

石
黒　

長
雄
（
留
萌
市
）

第
六
位　

鈴
木　
　

弘
（
音
更
町
）

第
七
位　

植
田　

征
克
（
深
川
市
）

第
八
位　

藤
本　
　

哲
（
倶
知
安
町
）

第
九
位　

菅
井　

妙
子
（
小
樽
市
）

第
十
位　

細
木　

利
良
（
音
更
町
）

審
査
員
特
別
賞

　

エ
ル
シ
ー
カ
ワ
モ
ト
（
ハ
ワ
イ
）

少
年
部
門
入
賞
者

優　

勝　

東　

美
羽
音
（
札
幌
市
）

　（
平
成
十
九
年
坪
田
昭
信
師
に
師
事
。
道
南
口
説
全

　
国
大
会
幼
年
の
部
優
勝
、
少
年
一
部
優
勝
、
民
謡
民

　
部
少
年
少
女
全
国
大
会
準
優
勝
、
乙
部
鴎
翔
会
所
属
）

準
優
勝　

今
井
柚
唯
子
（
堺
市
）

第
三
位　

田
村
つ
く
し
（
江
差
町
）

第
四
位　

竹
野　

留
里
（
室
蘭
市
）

第
五
位　

高
橋　
　

稜
（
江
差
町
）

第
六
位　

前
川
み
ど
り
（
江
差
町
）

第
七
位　

西
口
真
由
奈
（
大
和
郡
山
市
）

第
八
位　

鈴
木　

清
か
（
み
よ
し
市
）

第
九
位　

田
中　

菜
々
（
江
差
町
）

第
十
位　

小
山
田
祐
輝
（
札
幌
市
）

審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　

石
田　

桃
子
（
札
幌
市
）

　
　
　
　

小
笠
原　

茜
（
江
差
町
）

　
　
　
　

浅
尾　

強
嗣
（
千
歳
市
）

　
　
　
　

小
林　

成
美
（
石
狩
市
）

　
　
　
　

高
橋　
　

航
（
江
差
町
）



　

第
五
十
回
江
差
追
分
全
国
大
会
は
様
々

な
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
共
に
、
い
つ

も
の
ご
と
く
二
日
間
の
予
選
会
と
決
選
会

で
多
く
の
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
。
あ
る

程
度
は
予
測
で
き
る
も
の
の
、
今
年
の
優

勝
者
は
誰
な
の
か
、
過
去
に
あ
っ
た
よ
う

に
果
た
し
て
ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
が
出
る
の
か

興
味
は
つ
き
な
い
。

〽
か
ァ
も
ォ
め
ェ
ー
、
ま
ず
は
出
だ
し
の

「
か
」
の
入
り
具
合
は
ど
う
な
の
か
、
そ
れ

か
ら
二ふ

た
こ声
上
げ
・
の
し
、
三さ

ぶ
ろ
く六
の
落
し
、

五
節
の
高
み
、
そ
し
て
止
め
の
状
態
や
唄

の
情
緒
と
味
わ
い
な
ど
、
い
つ
も
固か

た
ず唾

を

呑
ん
で
聞
き
い
っ
て
し
ま
う
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
昨
年
の
準
優
勝
者
・

杉
本
武
志
さ
ん
だ
っ
た
。
予
選
会
の
二
日
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土
地
で
出
逢
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
故
郷
・
葛

飾
柴
又
を
結
ぶ
人
情
味
溢
れ
る
物
語
で
、

昭
和
五
十
五
年
十
二
月
二
十
七
日
封
切
り

の
正
月
用
作
品
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
本
編
の
導
入
部
で
、
第
十
八
回
江

差
追
分
全
国
大
会
の
幟の

ぼ
り

や
横
断
幕
が
飾
ら

目
に
最
後
か
ら
二
番
目
に
登
場
し
、
観
客

に
万
雷
の
拍
手
を
も
ら
う
。
み
な
さ
ん
、

よ
く
知
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
五
十
名
の
決
選
会
に
は
十
四
番

目
に
登
場
し
た
が
、
常
連
が
多
く
ど
な
た

が
優
勝
し
て
も
お
か
し
く
な
い
雰
囲
気
で

緊
張
感
が
走
る
。
結
果
は
下
馬
評
ど
お
り
、

東
京
菊
水
会
の
杉
本
武
志
さ
ん
だ
っ
た
。

　

実
は
、
彼
は
江
差
町
の
隣
町
、
厚あ

っ
さ
ぶ

沢
部

町
生
ま
れ
で
、
父
親
は
第
十
八
回
大
会
で

優
勝
し
た
沢
口
一
雄
さ
ん
、
彼
も
ま
た
前

年
度
の
準
優
勝
者
で
、
親
子
二
代
同
じ
轍て

つ

を
踏
ん
だ
稀
代
の
江
差
追
分
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
り
、
今
回
の
快
挙
と
な
っ
た
。
い

つ
の
日
か
、
親
子
お
二
人
の
江
差
追
分
掛

け
合
い
を
聴
い
て
み
た
い
。

　

一
九
八
〇
年
当
時
の
大
会
は
山
の
上
に

あ
る
江
差
文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
二
日

間
の
開
催
だ
っ
た
が
、
三
十
二
年
前
を
振

り
返
る
と
、
観
客
は
も
と
よ
り
出
場
者
も

今
以
上
に
熱
気
と
興
奮
が
あ
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。

　

そ
ん
な
噂
を
も
と
に
山
田
洋
二
映
画
監

督
は
「
男
は
つ
ら
い
よ
・
寅
次
郎
か
も
め
歌
」

を
制
作
し
た
。
ご
存
知
の
と
お
り
、
同
シ

リ
ー
ズ
は
寅
さ
ん
（
渥
美
清
）
が
全
国
の

田
舎
町
を
テ
キ
ヤ
行
脚
し
な
が
ら
、
そ
の

れ
た
ノ
ド
自
慢
風
の
特
設
舞
台
か
ら
江
差

追
分
の
調
べ
が
流
れ
る
。
司
会
者
が
紹
介

す
る
出
場
者
の
お
名
前
に
は
、
松
村
守も

り
じ治

さ
ん
（
新
栄
町
）
や
柳
田
テ
ツ
子
さ
ん
（
茂

尻
町
）
が
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
、
若
き
青
坂

満
師
匠
が
ア
ッ
プ
で
江
差
追
分
を
唄
う
。

ま
た
、
奥
尻
島
出
身
の
亡
き
友
人
の
娘
で

マ
ド
ン
ナ
役
の
す・

・

・
み
れ
（
伊
藤
蘭
）
と
寅

さ
ん
は
、
柴
又
の
「
と
ら
や
」
の
茶
の
間

で
、
〽
か
ァ
も
ォ
め
ェ
…
と
唱
和
す
る
姿

が
微ほ

ほ
え笑

ま
し
い
。

　

こ
の
昭
和
の
名
作
は
、
定
時
制
高
校
が

モ
チ
ー
フ
な
の
だ
が
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
は

江
差
追
分
で
あ
り
、
平
成
時
代
に
な
っ
て

こ
の
映
画
は
江
差
・
奥
尻
両
町
の
財
産
で

あ
り
宝
に
な
っ
た
、
と
思
っ
て
い
る
。

沢口　一雄 さん 杉本　武志 さん

記念の大会に
高橋はるみ北海道知事が出席

　第 50 回記念江差追分全国大会の名誉大会長で
ある、高橋はるみ北海道知事が 23 日の決選会開
会式に出席。高橋知事が大会に出席するのは４年
前の第 46 回大会以来２回目となります。
　高橋知事は祝辞で「江差追分は大変難しい。こ
の難しい民謡であることが、全国的にも世界からも
注目をあび、日本一の大会の地位を得られたのでは
ないかと思う。これから 60 年、70 年とさらにこ
の大会が発展するよう私自身もいろんな形でご支
援させていただくことを誓います」と江差追分に今
後も北海道として支援を約束していただきました。

　
映
画
ポ
ス
タ
ー

観
戦
エ
ッ
セ
ー
・
第
五
十
回
記
念
江
差
追
分
全
国
大
会

  
親
子
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・
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代
の
江
差
追
分
チ
ャ
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す
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十
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映
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寅
次
郎
か
も
め
歌
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で
の
報
告
法
要
も
、
例
年
の
と
お
り
滞
り

な
く
行
わ
れ
て
、
大
会
の
成
功
を
祈
願
す

る
参
加
者
九
十
人
の
江
差
追
分
が
献
唱
さ

れ
た
。

　

引
き
続
い
て
同
日
の
夕
方
に
は
追
分
会

館
裏
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
前
夜
祭
が
行
わ

れ
、
餅
つ
き
ば
や
し
な
ど
の
郷
土
芸
能
が

披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
二
百
名
を
超
え
る
内

外
の
来
客
に
三
平
汁
や
イ
モ
の
塩
煮
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
た
。
折
か
ら
追
分
会
館
の

ほ
か
三
か
所
に
お
い
て
「
江
差
追
分
五
十

年
の
歴
史
写
真
展
」、
企
画
展
「
江
差
追
分

―
そ
の
伝
承
者
た
ち
」（
於
・
郡
役
所
）
が

　

追
分
フ
ア
ン
待
望
の
第
五
十
回
記
念
江

差
追
分
全
国
大
会
と
、
十
六
回
目
を
迎
え

た
塾
年
・
少
年
の
江
差
追
分
全
国
大
会
が
、

去
る
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
江
差

町
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
盛
況
の
う
ち

に
終
了
し
た
。
各
種
の
記
録
や
報
道
も
参

考
に
関
係
行
事
も
含
め
て
一
連
の
流
れ
を

た
ど
り
、
若
干
の
感
想
も
併
わ
せ
記
し
て

み
た
い
。

　

大
会
に
先
立
っ
て
、
前
日
に
東
本
願
寺

江
差
別
院
に
お
い
て
江
差
追
分
の
基
礎
を

築
い
た
先
人
の
功
績
を
た
た
え
る
大
法
要

が
営
ま
れ
た
。
恒
例
の
佐
之
市
祖
師
碑
前

開
か
れ
て
お
り
、
前
景
気
が
い
や
が
上
に

も
高
ま
る
中
で
江
差
町
は
、
全
国
大
会
の

開
会
以
来
半
世
紀
と
い
う
大
き
な
節
目
を

迎
え
た
わ
け
で
あ
る
。

　

九
月
二
十
一
日
午
前
八
時
半
開
場
。
濱
谷

一
治
大
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
本

大
会
出
場
選
手
中
最
高
齢
の
中
田
セ
ツ
さ

ん
（
九
十
三
歳
・
七
飯
町
）
を
皮
切
り
に

予
選
会
が
始
ま
っ
た
。
熟
年
六
六
名
、
一

般
九
七
名
、
合
計
一
六
三
名
の
選
手
が
出

場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成
否
を
か
け
て
夜

の
八
時
頃
ま
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
そ

の
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
入
り
、
舞
台

い
っ
ぱ
い
に
勢
ぞ
ろ
い
し
た
町
民
一
六
〇

名
の
追
分
大
合
唱
、
江
差
北
中
学
校
の
生

徒
達
に
よ
る
追
分
尺
八
大
連
管
と
進
ん
で
、

最
後
は
江
差
町
の
観
光
大
使
を
つ
と
め
る

ベ
テ
ラ
ン
歌
手
の
金
田
た
つ
え
さ
ん
に
よ

る
歌
謡
シ
ョ
ー
で
、
初
日
は
幕
と
な
っ
た
。

　

予
選
会
の
二
日
目
に
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
山
田
町
か
ら

の
出
場
者
な
ど
注
目
さ
れ
た
唄
い
手
を
含

む
熟
年
七
七
名
、
一
般
九
八
名
、
合
計

一
七
五
名
の
選
手
が
出
演
し
た
。
昼
近
く

に
行
わ
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
日

頃
か
ら
追
分
に
親
し
ん
で
い
る
全
国
の
少

年
少
女
百
人
に
よ
る
大
合
唱
が
披
露
さ
れ
、

追
分
界
の
未
来
を
象
徴
す
る
そ
の
元
気
な

歌
声
に
、
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が

贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
日
の
午
後
、
本
町
方
面
の
商
店
街

で
開
か
れ
て
い
た
「
え
さ
し
グ
ル
メ
ま
つ

り
」
に
知
人
を
誘
っ
て
参
加
し
て
み
た
。
路

上
い
っ
ぱ
い
に
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
を
並
べ
、

周
辺
の
商
店
か
ら
焼
き
鳥
や
汁
物
、
ビ
ー

ル
な
ど
を
廉
価
で
提
供
し
、
福
引
の
札
を
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れ
た
。
次
い
で
行
わ
れ
た
決
選
会
の
開
会

式
は
、
会
長
挨
拶
と
表
彰
式
な
ど
の
セ
レ

モ
ニ
ー
を
は
さ
ん
で
、
一
般
の
部
決
選
、

す
な
わ
ち
大
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
場
面
で

あ
る
。
一
般
の
部
の
予
選
通
過
者
五
十
名

の
精
魂
を
傾
け
た
演
唱
が
終
わ
っ
た
の
は
、

夜
の
七
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。
審
査
を
待
つ

間
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
例
年
の
と
お

り
前
年
の
各
部
門
の
優
勝
者
の
唄
で
、
そ

れ
に
加
え
こ
の
た
び
は
特
別
に
第
一
回
か

ら
十
五
回
大
会
ま
で
に
優
勝
を
果
た
し
た

四
組
の
歴
代
優
勝
者
に
よ
る
掛
け
合
い
の

江
差
追
分
や
、
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
新

作
歌
詞
に
よ
る
追
分
が
披
露
さ
れ
た
。

配
り
、
木
村
香
澄
さ
ん
ら
若
手
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
生
演
奏
を
聴
か
せ
な
が
ら
大
会
参

加
者
や
観
光
客
と
町
民
の
交
流
を
図
ろ
う

と
い
う
試
み
で
あ
る
。
地
元
の
人
々
の
溢

れ
ん
ば
か
り
の
好
意
と
細
や
か
な
心
遣
い

を
感
じ
な
が
ら
、
半
時
ば
か
り
楽
し
い
時

を
過
ご
し
た
あ
と
、
大
会
場
に
戻
っ
た
。

　

そ
の
夜
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

ま
ず
行
わ
れ
た
の
は
全
国
か
ら
集
っ
た
江

差
追
分
会
支
部
長
に
よ
る
追
分
の
大
合
唱

で
あ
る
。
次
い
で
用
意
さ
れ
た
の
は
、
江

差
追
分
の
ほ
か
、
本
州
各
地
に
伝
わ
る
追

分
節
、
す
な
わ
ち
追
分
馬
子
唄
、
信
濃
追

分
、
小
諸
馬
子
唄
、
出
雲
追
分
、
初
瀬
追
分
、

越
後
追
分
、
小
千
谷
道
中
追
分
、
馬ま

つ
な
ぎ緤

追
分
、

本
荘
追
分
、
秋
田
追
分
、
以
上
の
十
曲
に

よ
る
「
全
国
追
分
節
大
競
演
」
で
あ
っ
た
。

上
記
の
内
、
江
差
追
分
会
の
渋
田
上
席
師

匠
が
唄
っ
た
越
後
追
分
を
唯
一
の
例
外
と

し
て
、
他
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
唄
の
地
元
を
代

表
す
る
唄
い
手
に
よ
る
競
演
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
日
頃
、
め
っ
た
に
生
で
聴
く
こ
と

の
で
き
な
い
本
場
の
名
調
子
で
あ
っ
た
が
、

中
で
も
私
に
と
っ
て
珍
し
く
印
象
深
い
名

演
と
思
わ
れ
た
の
は
能
登
の
馬
緤
追
分
で

あ
っ
た
。

　

大
会
三
日
目
は
、
午
前
八
時
か
ら
の
開

演
で
、
こ
の
日
は
、
ま
ず
五
歳
か
ら
中
学

三
年
ま
で
の
少
年
少
女
八
十
二
名
が
出
場

す
る
第
十
六
回
少
年
全
国
大
会
、
熟
年
の

部
二
十
五
名
が
出
場
す
る
決
選
会
が
行
わ

　

一
方
、
こ
の
間
に
審
査
員
を
代
表
し
て

佐
藤
愛
彦
審
査
室
長
が
一
般
の
部
の
講
評

を
取
り
ま
と
め
た
が
、
そ
の
結
果
は
出
場

者
は
勿
論
、
一
般
の
愛
好
者
に
と
っ
て
も

大
変
参
考
に
な
る
指
摘
と
思
わ
れ
る
の
で
、

次
に
そ
の
概
略
を
記
し
て
み
よ
う
。
○
本
州

各
地
か
ら
の
出
場
者
の
実
力
の
向
上
が
大

変
目
覚
ま
し
い
。
○
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
か

ら
の
出
場
者
が
、
決
選
会
に
進
出
し
た
の

は
本
大
会
上
の
歴
史
的
な
快
挙
。
○
上
位

入
賞
者
の
唄
は
、
味
わ
い
深
く
感
情
の
こ

も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
中
で
も
若
い
女

性
の
躍
進
が
目
立
っ
て
お
り
、
将
来
の
活

躍
に
大
い
に
希
望
が
持
て
る
。
○
課
題
と

し
て
は
、
唄
が
長
く
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
も
み
を
小
さ
く
、
早
い
運

び
に
す
る
こ
と
が
必
要
。
○
二
声
上
げ
の

の
し
は
平
ら
に
引
く
の
で
は
な
く
、
中
間

に
う
ね
り
の
谷
が
来
る
よ
う
に
引
く
こ
と

が
大
切
。
○
の
し
の
途
中
で
オ
ー
か
ら
エ
ー

と
い
う
よ
う
に
発
音
が
変
化
す
る
人
が
い

る
が
、
変
え
な
い
方
が
よ
い
。

　

さ
て
、
一
同
待
望
の
審
査
結
果
は
、
一

般
の
部
の
決
勝
進
出
者
五
十
名
の
中
か
ら

東
京
都
文
京
区
で
す
し
店
を
営
む
杉
本
武

志
氏
（
厚
沢
部
町
出
身
、三
八
歳
）
が
優
勝
、

念
願
の
栄
冠
を
勝
ち
得
た
。
氏
は
第
十
八
回

大
会
優
勝
者
の
沢
口
一
雄
準
師
匠
の
子
息

で
、
大
会
史
上
初
の
親
子
優
勝
と
い
う
快
挙

を
成
し
遂
げ
た
わ
け
で
あ
る
。
杉
本
氏
は

ま
た
、
第
二
十
九
回
優
勝
者
の
木
村
香
澄
さ

ん
の
従い

と
こ弟

に
も
当
た
っ
て
お
り
、
事
情
を
知

る
地
元
の
人
々
は
、「
さ
す
が
は
声
の
マ
キ

（
声
よ
し
の
家
系
）」、
と
い
う
実
感
を
深
く

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
第
十
六
回

熟
年
江
差
追
分
全
国
大
会
の
決
選
進
出
者

二
十
五
名
中
、
優
勝
の
栄
に
輝
い
た
の
は
、

札
幌
市
の
木
田
弘
氏（
六
九
歳
）で
あ
っ
た
。

同
じ
く
十
六
回
に
及
ぶ
少
年
大
会
を
制
し

た
の
も
同
市
の
東
美
羽
音
ち
ゃ
ん
（
小
三
）

で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
日
頃
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

が
実
っ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
審

査
発
表
の
あ
と
各
部
門
の
優
勝
者
が
優
勝

旗
を
持
っ
た
ま
ま
万
感
を
込
め
て
唄
う
江

差
追
分
は
、
い
つ
も
な
が
ら
感
動
的
で
あ
っ

た
。

　

以
上
、
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
情
景
で
あ
る

が
、
今
年
も
ま
た
こ
の
一
曲
を
縁
と
し
て
、

数
多
く
の
人
間
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、
栄
光
と

失
意
と
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
物
語
が
形
作

ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
落
葉
の
よ
う
に

降
り
積
も
る
そ
の
よ
う
な
人
間
の
情
念
が
、

土
と
な
り
肥
料
と
な
っ
て
常
に
次
代
の
文

化
を
生
み
出
す
。
追
分
と
い
う
道
に
出
会
っ

た
こ
と
を
感
謝
し
な
が
ら
新
た
な
明
日
を

目
指
す
。
ま
さ
に
「
感
謝
と
創
造
」
と
い

う
本
大
会
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
ら
れ
た
言
葉

に
一
致
し
て
い
る
で
は
な
い
か
ー
。
私
は

川
の
流
れ
に
面
し
て
古
人
が
懐な

つ

い
た
よ
う

な
あ
る
種
の
名
状
し
が
た
い
感
慨
を
胸
に
、

今
年
も
ま
た
追
分
大
会
の
会
場
を
後
に
し

た
。
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全国の支部長による江差追分大合唱



　

事
務
局
で
は
昨
年
の
十
二
月
か
ら
今
年

の
六
月
ま
で
、
江
差
追
分
の
新
歌
詞
を
募

集
し
ま
し
た
。
一
五
五
点
の
応
募
が
あ
り
、

予
め
追
分
会
か
ら
委
嘱
し
た
六
名
の
審
査

員
に
よ
り
、
七
月
十
五
日
に
追
分
会
館
で

厳
正
な
審
査
が
行
わ
れ
た
結
果
、
松
山
紘

子
さ
ん
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
の
作
品
が

最
優
秀
賞
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
驚
い
た
こ
と
に
ご
本
人
は
、
投

稿
後
、
結
果
の
発
表
を
待
た
ず
に
他
界
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
誠
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ほ
か
二
点
の
優
秀
賞
は
、
千
葉
栄
人
氏

（
岩
手
県
盛
岡
市
）、
森
真
紀
子
さ
ん
（
札

幌
市
）
の
両
氏
に
贈
ら
れ
、
ま
た
、
三
点

の
佳
作
に
は
、
辻
井　

修
氏
（
滋
賀
県
大

津
市
）、
森
田
成
子
さ
ん
（
大
阪
市
）、
森

茂
之
氏
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）
の
作
品
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。（
最
優
秀
作
品
は
後
掲
の

と
お
り
）

　

応
募
作
品
の
多
く
は
、
江
差
地
方
の
風

土
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
北
海
情
緒
を
盛
り
込

ん
だ
り
、
時
事
的
な
題
材
を
扱
っ
た
り
し

た
熱
意
の
こ
も
っ
た
力
作
で
し
た
。
一
首
単

位
で
み
る
と
捨
て
が
た
い
佳
句
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
前
唄
の
後
半
を
欠
い
て
三

句
し
か
な
か
っ
た
り
、
い
さ
さ
か
無
理
な

当
て
字
や
漢
字
の
読
ま
せ
方
を
し
て
唄
い

に
く
い
た
め
選
に
漏
れ
た
作
品
も
あ
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
読
み
や
す
く
唄
い
や
す
い
平
易

な
表
現
で
広
く
現
代
の
生
活
感
情
を
盛
り

込
み
、
北
海
の
地
独
特
の
風
土
感
も
兼
ね

備
え
た
作
品
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

【
最
優
秀
賞
】

　
　
　
東
京
都
世
田
谷
区
　
松
山
　
紘
子

（
前
唄
）

　

潮
の
香
り
に

　

は
ま
な
す
揺
れ
て　

ヤ
ン
サ
ノ
エ

　
　

寄
せ
る
さ
ざ
波　

瓶
子
岩

　

島
の
向
こ
う
の　

大
海
原
は
ネ
ー

　
　

砕
け
散
る
波　

日
本
海

（
本
唄
）

　

尺た

け八
の
音ね　

聞
く
た
び　

思
い
は
江
差

　
　

心
乱
れ
て　

目
に
涙

（
後
唄
）

　

は
ぐ
れ
鴎
が　

あ
か
ね
の
空
に
ネ

　
　

鳴
け
ば
ひ
か
れ
る　

後
髪

江
差
追
分
新
歌
詞
募
集

最
優
秀
賞
は
東
京
都
の
松
山
さ
ん
に

ー
新
作
歌
詞
の
募
集
結
果
と
留
意
点
ー
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◯東北チャリティーイベント
（6/23.24 札幌市において追分ステージを
4 回開催）

◯オリジナルフレーム切手作成
（町内郵便局において大会を記
念したフレーム切手を作成）

◯北前船寄港地訪問第 2 弾
（7/26 ～ 28　秋田県能代市、秋田市、石
川県珠洲市へ追分を届ける）

◯いにしえ祈りコンサート
（9/2　札幌、函館、江差の合唱団によるコンサートへ追分の唄
い手や少年合唱が出演）

◯ＪＲ車内中吊りポスター
（8/24 ～ 29 まで札幌管内ＪＲ車輛に中
吊り広告を掲出しＰＲ）

◯競馬のレース名に
（9/5　ホッカイドウ競馬のレース名に「江
差追分全国大会賞」と冠をつけ、競馬ファ
ンにアピール）

今年１年様々な形（民間業者・団体協力等含む）で
50回記念大会及び江差追分をＰＲしました



分
と
い
う
唄
を
江
差
の
地
に
も
た
ら
し
た
先

人
、
先
輩
に
感
謝
し
、
愛
好
者
、
町
民
、
こ
の

賞
を
授
け
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
も
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
」
と
受
賞
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

日
本
の
貴
重
な
伝
統
文
化
に
貢
献
さ
れ
、
今

後
も
活
躍
が
期
待
で
き
る
個
人
ま
た
は
団
体
に

対
し
、
更
な
る
活
躍
と
業
績
の
向
上
を
奨
励
す

る
こ
と
を
目
的
に
贈
ら
れ
る
第
三
十
二
回
「
伝

統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
」
地
域
賞
（
公
益
財
団
法
人

ポ
ー
ラ
伝
統
文
化
振
興
財
団
）
五
件
の
う
ち
の

一
つ
に
江
差
追
分
会
が
選
出
さ
れ
、
十
月
十
日

東
京
都
に
お
い
て
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
濱
谷
会

長
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
副
賞
と
し
て
五
十
万
円
を
受
領
し
ま
し

た
。

　

選
考
理
由
は
、
江
差
追
分
会
結
成
以
来
、
枝

分
か
れ
し
て
い
た
節
を
整
え
、
曲
譜
を
作
り
、

各
人
が
切
磋
琢
磨
し
て
唄
を
磨
き
、
多
く
の
名

人
を
輩
出
し
て
、
人
々
を
魅
了
す
る
名
曲
に
育

て
上
げ
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
江
差
追
分
全
国

大
会
を
開
催
し
、
以
後
参
加
者
が
年
々
増
加
し
、

優
れ
た
歌
い
手
が
次
々
に
誕
生
、
世
界
に
知
ら

れ
る
我
が
国
を
代
表
す
る
歌
曲
に
成
長
し
た
。

本
年
は
そ
の
大
会
が
五
十
周
年
を
迎
え
、
新
た

な
発
展
を
期
す
る
時
、
江
差
追
分
会
が
北
海
道

を
拠
点
に
歌
謡
史
上
に
果
た
し
た
功
績
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
濱
谷
会
長
は
、「
こ
の
江
差
追
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各
支
部
・
地
区
運
営
協
議
会
か
ら
の
情
報
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
【
編
集
】　

岩
淵
啓
介
・
松
村　

隆

　
　
　
　
　
　
　

館　

和
夫
・
高
田　

裕

　
　
　
【
企
画
】　

江
差
追
分
会
事
務
局

記念品を受けとる濱谷会長

秋季江差追分セミナーより

江
差
追
分
会

「
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
」地
域
賞
を
受
賞

〜
大
会
五
十
年
の
節
目
の
年
に
〜

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

二
月
に
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

【
第
二
十
八
期
江
差
追
分
セ
ミ
ナ
ー
】

　

一
月
三
十
一
日
（
木
）
～
二
月
二
日
（
土
）

　

二
月　
　

七
日
（
木
）
～　
　

九
日
（
土
）

　

二
月　

十
四
日
（
木
）
～　

十
六
日
（
土
）

　

二
月
二
十
一
日
（
木
）
～
二
十
三
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
時
間
は
九
時
～
十
七
時
ま
で

※
受
講
料
は
、
お
一
人
様
三
日
間
コ
ー
ス

　

一
万
五
千
円
と
な
り
ま
す
が
、
二
週
以
上

　

受
講
さ
れ
る
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
週

　

目
以
降
受
講
料
は
一
万
円
と
割
引
き
に
な

　

り
ま
す
。

 

冬
季
師
匠
会
研
修
会
の
開
催

　

今
年
度
も
唄
の
指
導
方
法
並
び
に
伴
奏
の

技
能
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
第
二
回

目
の
師
匠
会
研
修
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　

・
日　

程　

二
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
～
午
後
三
時

※
師
匠
会
総
会
後
に
開
催
し
ま
す

　

・
会　

場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し

 

資
格
認
定
審
査
会
の
開
催

　

今
年
度
の
資
格
認
定
審
査
会
に
つ
い
て
は
、

十
二
月
に
地
区
運
営
協
議
会
を
通
じ
て
周
知

し
ま
す
の
で
、
申
請
は
地
区
運
営
協
議
会
を

経
由
し
て
三
月
一
日
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ

い
。

　

な
お
、
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

　

・
日　

程　
平
成
二
十
五
年
三
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
前
九
時
～

　

・
会　

場　

江
差
追
分
会
館

　

・
認
定
区
分　

師
匠
・
準
師
匠
・
講
師
・
準
講
師

 

平
成
二
十
五
年
度
江
差
追
分
会

 

理
事
会
・
総
会

　

・
日　

程　
平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
八
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

理
事
会　

午
後
一
時

　
　
　
　
　
　

総　

会　

午
後
三
時

　

・
会　

場　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
え
さ
し


